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一
、
日
本
統
治
期
初
期
の
台
湾
演
劇

台
湾
に
は
日
本
統
治
期
以
前
よ
り
、
中
国
大
陸
か
ら
の
移
民
と
共
に
伝
来
し
た
、
民
間
の
様
々
な
劇
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
ら

は
風
俗
や
祭
事
に
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
結
婚
式
や
葬
式
な
ど
で
上
演
さ
れ
、
台
湾
社
会
の
中
に
深
く
浸
透
し
、
民
衆
の
日
常
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
統
治
時
代
の
演
劇
研
究
家
、
竹
内
治
は
「
台
湾
演
劇
誌
」（
一
九
四
三
）
で
、
日
本
統
治
時
代
の

台
湾
演
劇
に
つ
い
て
図
１
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
な
お
、
劇

そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
方
は
、
主
に
竹
内
（
一
九
四
三
）
の
文
中
に
記

さ
れ
て
い
る
台
湾
語
仮
名
を
引
用
し
て
い
る
。

ま
ず
、
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
も
の
と
し
て
、
京
劇
が
あ
る
。
竹

内
（
一
九
四
三
）
に
よ
る
と
、
当
時
台
湾
で
は
京
劇
の
こ
と
を

正チ
ャ
イ
ム
ヒ
ー

音
戯
と
呼
び
、
北
管
音
楽
と
北
京
官
話
を
用
い
て
上
演
さ
れ
て

い
た
。
次
に
四ス

ー

評ペ
ン

、
そ
れ
か
ら
乱ラ

ン

弾タ
ン

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大ト

ア

戯ヒ
ー

、

老ラ
ウ

戯ヒ
ー

と
も
呼
ば
れ
、北
京
京
劇
の
流
れ
を
含
む
地
方
劇
で
あ
る
が
、

北
管
音
楽
と
北
京
の
地
方
の
言
葉
を
用
い
ら
れ
て
お
り
、
北
京
地
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方
劇
と
称
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。「
み
だ
ら
に
弾
く
」
と
い
う
意
味
か
ら
、「
乱
弾
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

ま
た
、
九カ

ウ

甲カ
ー

は
、
泉
州
地
方
で
発
達
し
た
劇
で
、
南
管
音
楽
を
使
用
す
る
。
竹
内
に
よ
る
と
、
あ
ま
り
こ
の
劇
は
人
気
が
な
く
、
後

に
台
湾
で
は
白ペ

ー

字ジ

戯ヒ

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

子
供
が
演
じ
た
劇
と
し
て
、
ま
ず
戯ヒ

仔ア
ー
１

と
呼
ば
れ
る
一
二
歳
か
ら
一
七
、八
歳
の
少
年
た
ち
が
演
じ
る
劇
が
あ
っ
た
。
こ
ち
ら

は
南
管
音
楽
、
そ
れ
か
ら
泉
州
語
を
使
用
し
て
い
た
。
次
に
唐タ

ン

子ツ
ー

班バ
ン
２

、
こ
ち
ら
は
二
〇
歳
前
後
の
少
女
た
ち
七
名
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
る
劇
で
、
北
京
語
を
使
用
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

人
形
劇
で
は
、
現
在
も
台
湾
で
広
く
上
演
さ
れ
て
い
る
布ポ

ー

袋テ
ー

戯ヒ

が
あ
る
。
布
袋
戯
は
、
当
時
は
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
人
形
を
使
っ

て
上
演
さ
れ
て
い
た
。
原
則
と
し
て
泉
州
語
を
使
い
、
南
管
音
楽
を
使
用
す
る
。
布
袋
戯
の
人
形
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、
大
き

な
サ
イ
ズ
の
も
の
も
登
場
し
て
、
現
在
は
寺
廟
の
前
や
街
角
の
み
な
ら
ず
、
テ
レ
ビ
で
も
上
映
さ
れ
、
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
存
在
す

る
。
糸
を
使
っ
た
操
り
人
形
を
使
用
す
る
傀カ

ー

儡レ
ー

戯ヒ

も
泉
州
語
と
南
管
音
楽
を
使
用
す
る
が
、
も
と
も
と
は
寺
院
の
建
立
時
に
厄
祓
い

や
魔
除
け
の
た
め
に
上
演
さ
れ
、
一
般
人
、
特
に
妊
婦
は
見
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
代
に
お
い
て
も
傀
儡
戯
を
観

ら
れ
る
機
会
は
少
な
い
。
続
い
て
、
皮ポ

エ

戯ヒ
ー

は
影
絵
芝
居
で
あ
る
。
牛
の
皮
を
使
っ
た
影
絵
芝
居
で
、
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。

中
国
の
唐
代
か
ら
五
代
の
あ
い
だ
に
始
ま
り
台
湾
に
伝
わ
っ
た
と
す
る
も
の
３

、
あ
る
い
は
竹
内
が
記
す
よ
う
に
ジ
ャ
ワ
地
方
の
ワ

ヤ
ン
・
ク
リ
に
起
源
を
発
し
、
中
国
南
部
を
経
て
台
湾
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
、
更
に
台
湾
の
原
住
民
族
に
も
古
く
か
ら
伝
わ
っ

て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
で
は
当
時
、
演
劇
は
見
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
聞
く
も
の
と
し
て
、
音
楽
性
を
重
視
さ
れ
て
い
た
。
演
劇
が
娯
楽
と
し
て
大

衆
に
広
が
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
劇
に
付
随
す
る
音
楽
も
ま
た
、
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
新
竹
地
方
で
生
ま
れ
、
大
陸
由

来
の
民
謡
に
台
湾
の
音
律
を
加
え
た
音
楽
は
、
茶
摘
み
歌
（
茶
歌
）
と
し
て
普
及
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
男
女
の
掛
け
合
い
の
演
劇
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形
式
に
発
展
し
た
も
の
が
採サ

イ

茶テ
ー

戯ヒ
ー

と
呼
ば
れ
、
客
家
人
の
部
落
で
上
演
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
に
も
車チ

ャ
ー
コ
ー
ヒ
ー

鼓
戯
と
呼
ば
れ
る
、
主
に
祭

事
な
ど
で
巡
行
す
る
山
車
に
加
わ
り
上
演
す
る
劇
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
も
大
衆
に
親
し
ま
れ
、
現
在
も
台
湾
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

上
演
さ
れ
て
い
る
歌コ

仔ア

戯ヒ
ー

が
、
一
九
〇
〇
年
代
前
後
に
宜
蘭
で
誕
生
し
た
。
竹
内
（
一
九
四
三
）
は
、
こ
の
台
湾
の
歌
仔
戯
と
中
国

大
陸
の
演
劇
を
比
較
し
「
在
来
の
支
那
劇
が
假
に
歌
劇
（
オ
ペ
ラ
）
で
あ
る
と
假
定
す
る
な
ら
ば
、
歌
仔
戯
は
レ
ヴ
ュ
ー
と
い
ふ
處

で
あ
る
。」
と
評
し
て
い
る
。
中
国
大
陸
の
劇
は
「
歌
と
演
技
が
完
全
に
融
合
し
て
、
日
本
の
能
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
」

と
し
、
そ
れ
に
対
し
「
歌
仔
戯
は
（
中
略
）
演
技
と
歌
曲
と
が
互
に
遊
離
し
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
支
那
劇
が
變
形
し
た
と
見
る

よ
り
、
臺
灣
に
於
て
發
生
し
た
茶
歌
、
相
褒
等
の
民
謡
が
、
支
那
劇
の
脚
本
を
得
て
、
演
劇
的
な
演
出
法
を
施
さ
れ
た
と
見
る
方
が

適
切
で
あ
る
。」
４

と
、
台
湾
独
自
の
演
劇
と
し
て
の
歌
仔
戯
の
特
徴
を
あ
げ
て
い
る
。

図
２
は
日
本
統
治
期
時
代
の
歌
仔
戯
と
布
袋
戯
の
上
演
の
様
子
で
あ
る
。
大
勢
の
民
衆
が
劇
を
見
る
た
め
に
集
ま
っ
て
い
る
様
子

が
伺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
典
の
時
に
、
外
の
臨
時
舞
台
で
演
じ
ら
れ

る
も
の
は
野ヤ

台タ
イ

戯ヒ

と
呼
ば
れ
、
劇
場
で
演
じ
ら
れ
る
も
の
は
内ラ

イ

台タ
イ

戯ヒ

と

呼
ば
れ
て
い
た
。

日
本
の
統
治
者
た
ち
は
、
当
初
、
祭
事
に
必
要
な
儀
式
と
し
て
上
演

さ
れ
る
劇
に
対
し
て
、
尊
重
す
る
意
思
を
表
明
し
、
研
究
の
対
象
と
し

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
劇
に
は
中
国
大
陸
の
文
化
の
影
響
が
強
く
表
れ

て
お
り
、
や
が
て
低
俗
な
も
の
、
風
紀
を
乱
す
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
日
本
統
治
時
代
後
期
に
は
、

一
九
二
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
文
化
劇
や
新
劇
と
比
べ
て
、
旧
劇
と
呼
ば

図２
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れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
、一
九
二
〇
年
代
～
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
新
劇

台
湾
の
い
わ
ゆ
る
新
劇
運
動
は
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
察
さ
れ
る
。
最
初
の
新
劇
運
動
は
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
台

湾
文
化
協
会
が
、
日
本
の
統
治
に
対
し
文
化
運
動
に
よ
っ
て
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
ら
は
当
時
世
界
中
で
流

行
し
て
い
た
民
族
運
動
と
も
結
び
つ
い
て
、
文
化
劇
と
呼
ば
れ
た
。

台
湾
文
化
協
会
は
、
日
本
の
資
本
家
た
ち
に
よ
っ
て
抑
圧
・
搾
取
さ
れ
て
い
た
労
働
者
階
級
を
啓
蒙
し
た
。
各
地
で
農
民
組
合
が

続
々
と
誕
生
し
、
演
劇
運
動
も
そ
れ
に
伴
い
活
発
化
す
る
。
し
か
し
、
無
政
府
主
義
者
や
左
翼
思
想
の
青
年
た
ち
が
加
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
協
会
内
部
で
分
裂
が
起
こ
る
。
文
化
劇
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
派
と
も
呼
ば
れ
、
社
会
制
度
批
判
や
民
族
意
識
を
高
め
る
よ
う

な
内
容
だ
っ
た
た
め
、
警
察
当
局
の
取
り
締
ま
り
を
受
け
る
。
当
時
の
新
劇
運
動
は
文
化
劇
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
派
と
、
星
光
劇
団
な

ど
の
芸
術
派
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
旧
劇
に
対
し
て
、
文
化
劇
も
含
め
新
し
い
劇
と
い
う
意
味
で
新
劇
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
時
期
、
日
本
に
演
劇
留
学
を
し
て
い
た
張
維
賢
の
活
躍
や
、
台
北
高
校
の
紀
念
祭
で
の
演
劇
公
演
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
で

あ
る
。
台
湾
の
エ
リ
ー
ト
学
校
、
台
北
高
等
学
校
の
紀
念
祭
で
演
劇
が
上
演
さ
れ
た
が
、
御
真
影
の
前
で
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
『
ど
ん
底
』

を
上
演
し
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
当
時
の
台
北
高
等
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
三
沢
校
長
は
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
る
ま
で
の
事
態

と
な
っ
た
。
台
北
高
校
の
演
劇
活
動
は
他
の
高
校
に
も
影
響
を
与
え
、
日
本
人
青
年
を
中
心
と
す
る
劇
団
も
誕
生
し
た
。
ま
た
、
こ

の
時
期
、
上
海
の
文
明
劇
団
に
よ
る
上
演
も
あ
っ
た
。
台
湾
で
巡
回
公
演
が
行
わ
れ
、
文
明
劇
と
い
う
言
葉
が
一
般
化
し
た
。

張
維
賢
は
、
台
湾
新
劇
運
動
の
第
一
人
者
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）

に
亡
く
な
っ
た
。
台
北
で
栄
え
た
旧
市
街
の
一
つ
、大
稲
埕
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
芸
術
派
の
星
光
劇
団
は
、大
正
一
三
年（
一
九
二
四
）
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に
張
維
賢
が
組
織
し
た
劇
団
で
、
解
散
す
る
ま
で
毎
年
公
演
を
行
い
、
観
客
の
入
り
も
上
々
で
評
判
も
良
か
っ
た
が
、
人
手
不
足
と

資
金
調
達
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
永
楽
座
で
の
十
日
間
の
連
続
上
演
を
最
後
に
解
散
し
た
。
こ
の
頃
の
星
光

劇
団
の
演
目
と
し
て
、『
金
色
夜
叉
』以
外
は
ほ
と
ん
ど
中
国
の
新
劇
作
品
や
劇
団
の
創
作
と
思
わ
れ
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
他
の
同
時
期
の
文
化
劇
団
と
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
彼
が
新
し
く
設
立
し
た
宜
蘭
民
烽
劇
団
も
、
資
金
不
足
や
人
手

不
足
と
い
っ
た
同
じ
理
由
で
解
散
す
る
。

そ
し
て
張
維
賢
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
演
劇
を
学
ぶ
た
め
、
日
本
に
留
学
を
す
る
。
そ
こ
で
日
本
の
新
劇
に
触
れ
、
築

地
小
劇
場
並
び
に
新
築
地
な
ど
の
劇
場
や
坪
内
逍
遥
の
演
劇
図
書
館
で
、
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
演
劇
を
学
ん
だ
と
い
う
。
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
二
月
に
帰
国
後
、
張
は
再
び
民
烽
劇
団
を
設
立
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
永
楽
座
で
イ
プ
セ
ン
の
『
民
衆
の
敵
』

や
『
原
始
人
の
夢
』
な
ど
の
翻
訳
劇
を
上
演
す
る
。
ま
た
、
日
本
人
劇
団
と
合
同
で
新
劇
祭
も
開
催
し
て
い
る
。
当
時
の
文
化
人
た

ち
に
も
、
張
の
新
劇
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

三
、
皇
民
化
政
策

一
九
三
〇
年
代
に
入
り
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
台
湾
人
を
日
本
人
化
、
天
皇
の
民
と
す
る
た
め
の
皇
民
化
政
策
が
推
進
さ
れ

る
。
皇
民
化
政
策
は
、
日
本
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
国
語
運
動
で
あ
る
。
新
聞
の
漢

文
欄
の
廃
止
や
、
中
国
語
雑
誌
の
停
刊
な
ど
、
国
語
（
日
本
語
）
の
使
用
が
強
要
さ
れ
た
。「
国
語
家
庭
」
に
認
定
さ
れ
る
と
、
配

給
や
税
の
上
で
の
様
々
な
優
遇
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
改
名
で
あ
る
。
台
湾
本
島
人
の
名
前
か
ら
日
本
語
の
名
前
に
改
名
す
る
に
は
、

国
語
常
用
家
庭
で
あ
る
こ
と
、
日
本
精
神
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
条
件
が
あ
っ
た
。
次
に
宗
教
や
風
俗
で
あ
る
。
日
本
の
神

道
の
受
け
入
れ
や
神
社
へ
の
参
拝
、「
寺
廟
整
理
」
と
「
正
庁
改
善
」
運
動
の
推
進
、
旧
暦
の
正
月
に
行
わ
れ
る
春
聯
な
ど
の
風
習
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や
大
陸
由
来
の
伝
統
行
事
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
生
活
と
密
接
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
日
本
式
へ
と
変
え
ら
れ
た
。
後
述
す

る
が
、
こ
う
し
た
皇
民
化
政
策
の
な
か
で
、
台
湾
演
劇
も
当
然
あ
お
り
を
受
け
、
歌
仔
戯
、
布
袋
戯
、
皮
戯
、
傀
儡
戯
な
ど
の
旧
劇

が
、
従
来
の
形
式
で
の
上
演
を
禁
止
さ
れ
る
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度

が
導
入
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
に
は
徴
兵
制
度
が
全
面
的
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
志
願
兵
や
徴
兵
制
度
を
取
り
あ
げ
る

戯
曲
も
、
こ
の
時
期
に
度
々
登
場
す
る
。
教
育
面
で
は
、
漢
書
房
と
い
う
私
塾
の
強
制
廃
止
が
行
わ
れ
、
公
学
校
で
は
選
択
科
目
で

あ
る
漢
文
科
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
た
。「
内
台
一
如
」「
台
湾
人
の
皇
民
化
」「
台
湾
工
業
化
」「
南
進
政
策
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

皇
民
化
政
策
は
、
実
際
に
は
総
督
府
の
統
一
し
た
指
導
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
各
地
で
独
自
に
推
進
さ
れ
た
、
様
々
な

活
動
の
総
称
と
言
え
る
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
５

。

四
、一
九
三
〇
年
代
後
半
の
新
劇

二
度
目
の
新
劇
運
動
は
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
の
皇
民
化
運
動
と
密
接
に
関
わ
り
が
あ
る
。
第
一
七
代
台
湾
総
督
の

小
林
躋
造
は
「
皇
民
化
、
工
業
化
、
南
進
基
地
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
皇
民
化
政
策
を
推
進
し
た
。
台
湾
の
人
々
に
日
本
精
神
を

植
え
つ
け
、
地
方
の
風
俗
や
民
間
宗
教
の
風
習
を
日
本
式
に
変
え
さ
せ
た
。
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
台
湾
総
督
府
は
国
民
精
神

総
動
員
本
部
を
設
置
し
、
文
化
芸
術
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
を
厳
格
化
し
た
。

先
述
の
と
お
り
、
旧
劇
の
上
演
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
職
業
劇
団
が
廃
業
し
て
い
っ
た
。
劇
団
を
運
営
し
続

け
て
い
く
た
め
に
は
、
当
局
の
意
向
に
沿
っ
た
演
劇
を
上
演
す
る
ほ
か
に
道
は
な
か
っ
た
。
劇
団
側
は
存
続
を
賭
け
、
劇
団
の
名
前

の
中
に
「
新
劇
」
や
「
皇
民
化
劇
団
」
と
い
っ
た
名
称
を
入
れ
、
衣
装
、
音
楽
、
舞
台
装
置
を
近
代
化
し
た
「
改
良
劇
」
が
登
場
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
実
情
は
衣
装
や
役
名
な
ど
が
日
本
風
に
変
え
ら
れ
た
だ
け
で
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
が
な
い
と
き
に
は
従
来
と
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変
わ
ら
な
い
形
式
で
上
演
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
図
３
は
、「
皇
民
化
布
袋
戯
」
の

人
形
で
あ
る
。
こ
の
皇
民
化
布
袋
戯
で
演
じ
ら
れ
た
演
目
は
、
歌
舞
伎
な
ど
で
も
お
な
じ

み
の
『
国
性
爺
合
戦
』
や
『
月
形
半
平
太
』『
水
戸
黄
門　

江
戸
の
巻
』
な
ど
で
あ
る
。

布
袋
戯
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、
皇
民
化
布
袋
戯
を
再
現
し
た
映
像
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
現
在
視
聴
不
可
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
形
が
日

本
の
時
代
劇
の
衣
装
を
着
て
、
活
弁
士
が
日
本
語
で
劇
を
解
説
す
る
内
容
だ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
旧
劇
は
改
良
が
必
要
と
さ
れ
、
日
本
風
に
対
応
し
な
い
と

上
演
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
後
述
よ
う
に
、
旧
劇
の
上
演
の
禁
止
後
も
当

時
と
変
わ
ら
な
い
歌
仔
戯
の
上
演
が
た
び
た
び
摘
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
道
す
る
記
事

が
散
見
さ
れ
る
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
張
維
賢
ら
に
よ
る
新
劇
運
動
は
、
特
に
旧
劇
に
対
す
る
新
し
い
形
の
演
劇
と
し
て
確
立
し
、
社

会
運
動
に
も
結
び
つ
き
、
芸
術
志
向
の
演
劇
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
日
本
の
新
劇
運
動
と
の
相
違
点
も
多
い
。
し
か
し
昭
和
一
二
年

（
一
九
三
七
）
以
降
は
、
新
劇
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
も
の
の
、
最
初
の
新
劇
運
動
と
は
全
く
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に
職
業
劇
団
が
掲
げ
て
い
た
「
新
劇
」
は
、
皇
民
化
政
策
を
推
進
す
る
総
督
府
の
目
を
ご
ま
か
す
た
め
の
、
単
な
る
免
罪

符
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
、
旧
劇
へ
の
弾
圧

演
劇
指
導
者
の
竹
内
治
は
、
当
時
上
演
さ
れ
て
い
た
台
湾
の
「
新
劇
」
に
対
し
、
批
判
を
込
め
て
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
な

図３
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お
、
本
島
人
と
は
台
湾
人
を
意
味
す
る
。

本
島
人
企
業
家
は
、
之こ

れ

等ら

の
怪
し
げ
な
新
劇
を
真
似
し
、
和
服
と
紋
付
、
下
駄
履
き
と
日
本
刀
を
ひ
つ
さ
げ
、
台
湾
語
を
以
て

会
話
す
る
支
那
劇
と
も
日
本
劇
と
も
つ
か
な
い
新
台
湾
劇
を
造
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
之
等
の
劇
団
は
、
表
面
上
如

何
に
も
日
本
化
さ
れ
、
登
場
人
物
の
総
て
は
、
和
服
を
着
用
し
、
草
履
、
下
駄
等
と
皇
民
化
さ
れ
た
様
で
あ
る
が
、
そ
の
実
之

等
の
衣
裳
の
蔭
に
隠
れ
て
、
従
来
よ
り
一
層
低
俗
な
劇
が
公
々
然
と
横
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
台
湾
統
治
上
見
逃
す
べ

か
ら
ざ
る
事
は
、
当
時
、
支
那
事
変
の
勃
発
当
初
と
し
て
、
未
だ
旧
思
想
に
囚
は
れ
、
時
局
へ
の
認
識
を
欠
く
不
逞
分
子
等
が
、

演
劇
の
大
衆
性
と
台
湾
語
の
利
便
の
下
に
隠
れ
て
、
不
穏
な
る
デ
マ
宣
伝
を
さ
へ
鼓
吹
し
て
歩
く
者
さ
え
あ
つ
た
事
で
あ
る
。

（「
台
湾
演
劇
誌
」
九
六
頁
）

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
「
改
良
劇
を
加
え
ね
ば
開
演
を
許
さ
ぬ
／
演
劇
に
も
皇
民
化
運
動
」
と

い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
本
島
人
大
衆
皇
民
化
運
動
の
一
助
と
し
て
」
こ
う
い
っ
た
「
改
良
劇
」
を
上
演
し

た
こ
と
、
そ
し
て
「
今
後
知
識
水
準
の
低
い
一
般
大
衆
に
は
直
接
眼
か
ら
皇
民
化
運
動
の
趣
旨
を
徹
底
せ
し
め
る
の
が
効
果
的
で
あ

る
と
し
て
今
後
本
島
人
劇
場
で
は
必
ず
一
つ
は
改
良
劇
を
加
へ
な
け
れ
ば
開
演
を
許
可
せ
ぬ
事
に
決
定
し
た
」「
用
語
も
容
易
い
も

の
は
成
る
べ
く
国
語
を
用
ひ
し
め
、
漸
次
全
部
を
国
語
に
改
め
て
国
語
普
及
の
一
端
に
も
」
働
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
同
時
に
脚

本
の
検
閲
も
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
衣
装
も
内
地
人
（
日
本
人
）
の
服
に
改
め
、
さ
ら
に
専
属
劇
団
の
他
に
内
地
人
俳
優
を
加
え
よ

う
と
し
た
運
動
も
あ
っ
た
。

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）、
同
じ
く
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
、「
台
湾
に
於
け
る
歌
仔
戯
の
定
評
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
演
出
す
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る
歌
詞
や
動
作
表
情
等
が
非
常
に
卑
劣
で
煽
情
的
で
あ
る
た
め
全
島
各
地
で
は
既
に
そ
の
興
行
を
絶
対
禁
止
し
て
い
る
程
で
あ
る
」

と
強
調
さ
れ
る
。
歌
仔
戯
に
関
し
て
は
「
一
部
無
知
の
男
女
を
喜
ば
せ
て
ゐ
る
」
と
、
統
治
者
た
ち
が
旧
劇
を
見
る
本
島
人
へ
の
差

別
的
な
目
線
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
で
は
、「
歌
仔
戯
厳
禁
／
田
舎
者
の
観
衆
戸
迷
ひ
」
と
い
う
記
事
に
、
旧
正

月
で
歌
仔
戯
の
上
演
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
禁
止
さ
れ
た
が
、
旧
正
月
だ
か
ら
歌
仔
戯
は
や
っ
て
る
だ
ろ
う
と
「
各
部
落
か
ら
雪

崩
を
打
つ
て
押
駈
け
た
男
女
の
群
は
不
意
打
を
喰
つ
て
右
往
左
往
し
て
ゐ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
三

日
の
記
事
に
は
「
偽
つ
て
歌
仔
戯
上
演
」
と
題
し
「
皇
民
化
劇
だ
と
警
察
当
局
を
誤
魔
化
し
許
可
を
受
け
」
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ

「
支
那
式
の
歌
仔
戯
を
上
演
し
て
ゐ
た
」
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
〇
年
代
に
は
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
記
事
で
、
非
常
に
強
い
口
調
で
歌
仔
戯
に
対
し
て
攻
撃
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

例
え
ば
「
歌
仔
戯
を
撃
滅
せ
よ
」
で
は
、
皇
民
化
運
動
を
阻
害
し
、
社
会
的
に
害
悪
を
及
ぼ
す
台
湾
芝
居
を
撃
滅
せ
よ
と
、
い
よ
い

よ
台
湾
中
部
の
あ
た
り
に
あ
る
嘉
義
市
の
委
員
か
ら
火
蓋
が
切
ら
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。「
特
に
旧
時
代
の
遺
物
と
し
て

芸
術
的
に
も
一
顧
の
価
値
な
き
台
湾
芝
居
が
今
猶
存
続
し
て
本
島
各
地
の
劇
場
に
上
演
さ
れ
民
衆
の
嗜
好
に
根
強
く
喰
込
ん
で
ゐ
る

事
は
本
島
人
の
文
化
向
上
を
阻
止
し
又
皇
民
化
運
動
に
も
却
つ
て
逆
効
果
を
齎
す
傾
向
が
益
々
濃
厚
で
あ
る
の
で
」「
こ
れ
を
血
祭

に
挙
げ
て
高
尚
、
健
全
な
る
新
劇
を
創
設
し
て
本
島
人
劇
界
の
新
体
制
を
確
立
す
べ
き
と
言
ふ
建
前
か
ら
」、
嘉
義
の
委
員
た
ち
が

憤
然
決
起
を
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
の
記
事
「
歌
仔
戯
類
似
行
為
の
売
薬
行
商
等
を
検
挙
」
で
は
、
歌
仔
戯
の
俳
優
が
失
職
し
て
売
薬
商

人
に
転
職
を
し
た
も
の
の
、
様
々
な
僻
地
の
部
落
を
巡
回
し
て
い
る
な
か
で
「
売
薬
宣
伝
だ
と
称
し
人
形
芝
居
で
歌
仔
戯
類
似
の
卑

猥
な
る
言
動
を
な
し
て
ゐ
た
こ
と
」
を
、
警
察
に
よ
っ
て
嗅
ぎ
つ
け
ら
れ
、
検
挙
取
り
調
べ
中
と
い
う
報
道
も
あ
る
。

24



こ
の
よ
う
に
歌
仔
戯
な
ど
の
旧
劇
は
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
、
総
督
府
や
メ
デ
ィ
ア
の
弾
圧
を
受
け
、
原
則
と
し
て

上
演
を
禁
止
さ
れ
た
も
の
の
、
統
治
者
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
上
演
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
現
代

に
も
歌
仔
戯
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
、一
九
四
〇
年
代
の
台
湾
演
劇 

―
「
青
年
劇
」

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
、
台
湾
の
大
政
翼
賛
会
の
母
体
と
な
る
「
皇
民
奉
公
会
」
が
発
足
す
る
。
そ
の
下
に
、
島
民
娯

楽
を
審
議
す
る
組
織
と
し
て
「
娯
楽
委
員
会
」
が
同
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
。
農
村
地
で
の
娯
楽
を
提
供
す
る
た
め
、
演
劇
分
野
で

は
、新
劇
（
こ
こ
で
は
旧
劇
を
日
本
人
風
に
改
良
し
た
劇
、皇
民
化
劇
と
し
て
改
良
し
た
劇
）
と
青
年
劇
が
育
成
助
長
す
る
べ
き
「
健

全
娯
楽
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
も
大
衆
の
娯
楽
と
し
て
支
持
を
得
て
い
た
歌
仔
戯
は
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に

「
不
健
全
娯
楽
」
と
し
て
原
則
禁
止
と
な
る
。
青
年
劇
で
は
「
青
年
劇
演
劇
挺
身
隊
」
が
発
足
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
「
健
全
娯
楽

指
導
班
」
が
発
足
す
る
。
新
劇
の
方
で
は
「
台
湾
演
劇
協
会
」
が
発
足
、移
動
劇
団
の
「
演
劇
挺
身
隊
」
が
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

に
組
織
さ
れ
る
。
こ
の
演
劇
挺
身
隊
は
、
プ
ロ
の
俳
優
に
よ
る
本
島
人
劇
団
の
「
南
進
座
」
と
「
高
砂
劇
団
」
が
中
心
と
な
り
、
台

湾
各
地
で
上
演
を
行
な
っ
た
。

青
年
劇
は
、
一
九
三
〇
年
代
、
台
湾
各
地
に
存
在
し
た
青
年
団
が
日
本
語
促
進
を
目
的
と
し
て
始
め
た
と
さ
れ
る
素
人
劇
で
あ
る
。

青
年
団
は
主
に
公
学
校
を
卒
業
し
た
台
湾
人
青
年
た
ち
か
ら
な
る
地
方
団
体
で
、
年
齢
は
一
二
歳
以
上
二
五
歳
以
下
の
男
女
で
結
成

さ
れ
て
い
た
。
青
年
団
主
催
の
催
し
で
は
、
演
劇
の
他
に
運
動
会
や
国
語
演
習
会
、
研
究
発
表
会
、
音
楽
会
な
ど
が
頻
繁
に
開
催
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
報
道
で
確
認
で
き
る
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
、
花
蓮
港
の
吉
野
村
に
て
第
一
号
と
な
る
青
年
団
が
成
立
し
、
そ
の
後
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
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に「
台
湾
青
年
団
訓
令
」が
公
布
さ
れ
て
か
ら
、青
年
団
の
設
立
は
全
台
湾
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
一
三
年（
一
九
三
八
）

に
「
台
湾
総
合
青
年
団
設
置
旨
趣
」
が
発
表
さ
れ
、
青
年
団
は
皇
民
化
運
動
の
教
化
団
体
と
し
て
の
意
味
合
い
を
深
め
て
い
っ
た
。

皇
民
化
政
策
期
の
青
年
劇
に
つ
い
て
『
台
湾
日
日
新
報
』
の
報
道
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
一
一
月
二
二
日
の
記
事
「
総
合
青
年
団
大
会　

南
門
小
に
開
か
る
／
青
年
劇
等
も
あ
り
盛
会
」
に
は
、

台
南
の
南
門
小
学
校
講
堂
で
の
青
年
団
大
会
の
催
し
の
一
環
と
し
て
青
年
劇
が
上
演
さ
れ
た
と
あ
る
。こ
の
総
合
青
年
団
大
会
は「
青

年
団
と
し
て
の
戦
時
体
制
下
に
於
け
る
滅
私
奉
公
の
観
念
を
い
や
が
上
に
も
振
作
昂
揚
」
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
青
年
劇
の
内
容
も

そ
れ
に
応
じ
た
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
一
一
月
二
〇
日
「
州
国
演
で
青
年
劇
」
で
は
、
台
北
市

老
松
公
学
校
で
開
催
さ
れ
た
国
語
演
習
会
に
お
い
て
、
青
年
劇
『
日
の
丸
行
進
曲
』
が
好
評
を
博
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
上
演

中
の
舞
台
の
写
真
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
、
白
い
幕
を
背
景
に
、
祭
壇
が
舞
台
中
央
寄
り
に
置
か
れ
、
右
側
の
垂
れ
幕
に
は
「
国
語
ノ

光
ニ
伸
ヒ
行
ク
台
湾
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
二
〇
日
の
記
事
「
市
民
へ
正
し
い
娯
楽
／
青
年
劇
研
究
会
を
組
織
」
に
よ
る
と
、
嘉
義
市
教
育

当
局
に
よ
る
こ
の
組
織
は
、
従
来
の
台
湾
娯
楽
を
調
査
し
改
善
ま
た
は
淘
汰
を
も
加
え
る
と
と
も
に
「
民
衆
娯
楽
青
年
劇
研
究
会
」

を
開
催
し
、
皇
民
化
運
動
の
促
進
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
組
織
を
作
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
同
年
八
月
三
一
日
「
健
全

な
る
国
民
娯
楽
と
し
て
」
で
は
、「
皇
民
化
の
精
神
を
多
分
に
盛
つ
た
青
年
劇
と
音
楽
を
指
導
」
し
、
九
月
に
大
会
が
行
わ
れ
る
と

い
う
記
事
も
掲
載
さ
れ
る
。

ま
た
、
一
九
四
〇
年
に
は
「
奉
祝
青
年
劇
」
と
い
う
見
出
し
で
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
を
祝
う
青
年
劇
や
音
楽
劇
、
舞
踊
が
青
年
団

に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
と
あ
る
。
台
南
の
大
会
で
は
「
皇
民
化
の
誇
り
も
高
く
盛
大
に
開
催
さ
れ
」、『
愛
国
行
進
曲
』
な
ど
の
音
楽
な

ど
、
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
喝
采
を
博
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
総
督
府
の
意
向
に
沿
っ
た
優
良
な
青
年
劇
を
上
演
し
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た
青
年
団
に
は
、
奨
励
金
な
ど
も
交
付
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
地
方
で
の
青
年
団
の
大
会
公
演
の
他
に
、
傷
つ
い
た
兵
士
を
慰
問
す
る

公
演
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
二
月
に
真
珠
湾
攻
撃
で
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
さ
れ
て
か
ら
も
、
青
年
劇
・
皇
民
化
劇
の
報
道
は
続

き
、
高
雄
で
の
講
習
会
の
様
子
や
、
皇
民
奉
公
会
に
よ
る
青
年
劇
脚
本
の
公
募
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

七
月
二
五
日
の
記
事
で
は
「
素
人
ば
な
れ
し
た
熱
技
を
演
じ
大
好
評
を
博
し
観
衆
に
非
常
な
感
銘
を
与
え
た
」
と
、
ス
パ
イ
の
素
人

劇
が
大
変
盛
況
で
、
観
客
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
あ
る
。

青
年
劇
は
、
戦
争
の
長
期
化
や
旧
劇
の
禁
止
に
よ
り
、
特
に
農
村
地
で
の
民
衆
娯
楽
が
欠
如
し
た
と
さ
れ
、
そ
れ
を
補
う
目
的
と
、

皇
民
化
運
動
の
一
環
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
る
。
青
年
劇
を
上
演
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
促
進
や
、
情
操
教
育
、
教
化
性
、

娯
楽
の
自
給
化
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
で
、
青
年
劇
指
導
班
の
結
成
や
、
青
年
劇
指
導
者
の
講
習
会
の
開
催
な
ど
も

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
台
北
州
総
務
部
長
の
井
田
憲
次
が
、
州
下
の
娯
楽
対
策
と
し
て
の
移
動
演
劇
を
台
湾
演
劇
指
導
者
の
中
山

侑
に
依
頼
し
、
中
山
は
「
勤
行
報
国
青
年
隊
」
の
活
動
を
参
考
に
「
青
年
演
劇
挺
身
隊
」
を
提
案
す
る
。
こ
れ
を
う
け
て
昭
和
一
六

年
（
一
九
四
一
）
九
月
頃
、
青
年
演
劇
挺
身
隊
が
発
足
し
た
。
勤
行
報
国
青
年
隊
と
は
、
総
督
府
の
連
携
機
関
で
あ
る
。
農
村
か
ら

青
年
を
集
め
、
二
、三
ヶ
月
の
勤
労
奉
仕
生
活
を
過
ご
し
、
日
本
精
神
を
体
得
し
た
後
、
各
自
の
農
村
へ
戻
る
。
農
村
を
率
い
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
。

中
山
侑
が
発
足
し
た
青
年
演
劇
挺
身
隊
は
、
皇
民
奉
公
運
動
の
一
環
と
し
て
結
成
さ
れ
た
、
無
報
酬
奉
仕
の
青
年
移
動
演
劇
隊
で

あ
る
。
当
時
は
「
善
良
な
青
年
に
旅
役
者
の
真
似
を
さ
せ
る
の
は
」「
本
来
の
農
業
作
業
に
支
障
を
き
た
す
」
な
ど
と
い
っ
た
否
定

的
な
意
見
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
中
山
侑
は
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
の
戦
争
の
特
色
は
文
化
の
破
壊
で
は
な
く
文
化

の
建
設
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
国
策
と
し
て
の
文
化
政
策
が
促
進
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
青
年
演
劇
挺
身
隊
の
根
本
理
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念
に
あ
っ
た
の
は
、
日
本
精
神
の
再
認
識
、
在
来
の
資
本
主
義
、
個
人
主
義
、
自
由
主
義
へ
の
否
定
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ

の
後
、
士
林
演
劇
挺
身
隊
や
新
荘
演
劇
挺
身
隊
の
成
功
を
受
け
て
、
台
北
州
皇
奉
支
部
で
は
「
健
全
娯
楽
指
導
班
」
が
作
ら
れ
、
各

地
で
青
年
た
ち
に
よ
る
挺
身
隊
が
結
成
さ
れ
て
い
く
。

羅
東
街
演
劇
挺
身
隊
で
は
、
当
時
大
政
翼
賛
会
の
文
化
部
長
だ
っ
た
岸
田
國
士
の
『
か
へ
ら
じ
と
』
等
を
上
演
し
て
い
た
と
い
う

記
事
も
あ
る
。
中
山
侑
は
、
青
年
演
劇
挺
身
隊
を
組
織
す
る
上
で
の
難
点
に
つ
い
て
、「
青
年
演
劇
運
動
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
な

点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
言
葉
の
問
題
で
あ
る
。
何
語
で
演
じ
る
の
か
。
本
島
語
（
福
建
語
な
い
し
台
湾
語
）、そ
れ
と
も
国
語
（
日

本
語
）
な
の
か
。
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
末
の
段
階
で
、
本
島
人
の
国
語
理
解
率
は
五
七
．
〇
二
％
で
あ
っ
た
。
国
語
理

解
の
レ
ベ
ル
も
同
一
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
検
討
の
結
果
、
方
針
と
し
て
国
語
を
使
用
す
る
が
、
言
葉
を
減
ら
し
身
振
り
を
増
や
す

な
ど
と
い
っ
た
対
策
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
青
年
劇
の
演
劇
の
指
導
者
（
公
学
校
の
教
師
や
、
本
島
人
の
演
劇
人
が
青
年
劇
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
た
）
が
日
本
語
を
話
せ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
も
あ
り
、
実
際
の
上
演
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
は

想
像
す
る
し
か
な
い
。

さ
ら
に
青
年
劇
へ
の
理
解
に
つ
い
て
、
中
山
は
「
青
年
劇
活
動
は
単
な
る
遊
び
で
は
な
く
、
農
村
の
仕
事
と
同
等
の
役
割
を
持
つ

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
青
年
劇
の
内
容
に
関
し
て
は
「
あ
ま
り
難
し
い
理
屈
や
政
治
性
を
持
た
せ
る

よ
り
も
、
一
つ
の
文
化
運
動
と
し
て
考
え
、
娯
楽
性
を
持
た
せ
る
」
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
実
際
に
青
年

団
に
配
ら
れ
た
青
年
劇
の
脚
本
を
見
る
限
り
、
政
治
性
と
娯
楽
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
時
代
背
景
な
ど
も

含
め
、
甚
だ
首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
。

青
年
劇
の
脚
本
に
関
し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
『
台
湾
日
日
新
報
』
な
ど
に
、
台
湾
教
育
会
に
よ
る
「
青
年
劇
脚
本
公

募
」
の
告
知
が
あ
っ
た
。
公
募
の
目
的
と
し
て
は
「
本
島
在
来
の
演
劇
は
其
の
内
容
形
式
共
に
遺
憾
の
点
が
多
い
の
で
之
を
革
新
す

28



る
た
め
青
年
劇
脚
本
を
左
記
に
よ
り
公
募
し
た
」
と
あ
る
。
応
募
条
件
の
中
で
は
題
材
は
任
意
と
し
な
が
ら
も
、
内
容
に
関
し
て
は

「
面
白
味
豊
な
る
も
の
に
し
て
国
民
精
神
の
涵
養
、
国
語
普
及
、
郷
土
振
興
、
生
活
改
善
等
を
取
入
れ
た
る
も
の
」
と
指
定
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
の
国
民
精
神
総
動
員
本
部
が
設
置
さ
れ
る
以
前
よ
り
、
単
な
る
国
語
普
及
や
情

操
の
涵
養
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
国
民
と
し
て
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
青
年
劇
の
創
作
が
望
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。こ

の
青
年
劇
の
脚
本
を
公
募
し
た
「
台
湾
教
育
会
」
は
、
当
時
台
湾
の
学
校
教
育
と
社
会
教
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
社
団
法
人

で
、
総
督
府
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。『
国
光
』『
黎
明
』『
薫
風
』
な
ど
台
湾
教
育
会
が
刊
行
し
た
雑
誌
に
は
、
青
年
劇
の

脚
本
が
附
録
に
つ
い
て
い
た
。
付
録
に
掲
載
さ
れ
た
青
年
劇
の
脚
本
に
は
、
農
村
で
ひ
た
む
き
に
働
く
本
島
人
青
年
や
、
聘
金
制
度

（
聘
金
は
、
女
性
が
嫁
ぐ
際
に
、
相
手
方
の
男
性
が
女
性
の
実
家
に
払
う
金
）
に
反
対
す
る
若
い
本
島
人
女
性
や
、
非
科
学
的
な
医

療
を
薦
め
る
母
親
、
金
儲
け
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
し
な
い
本
島
人
の
資
産
家
に
「
日
本
国
民
と
し
て
国
語
を

知
ら
な
い
こ
と
を
恥
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
か
」
と
説
教
す
る
よ
う
な
、
日
本
語
学
習
に
熱
心
な
本
島
人
青
年
が
登
場
す
る
。
一
九
三
〇

年
代
に
創
作
さ
れ
た
青
年
劇
は
、
現
行
の
風
習
を
否
定
し
、
日
本
語
教
育
促
進
や
日
本
精
神
を
啓
蒙
す
る
教
化
劇
と
し
て
の
特
徴
が

強
い
。

日
中
戦
争
以
降
は
「
銃
後
の
本
島
人
」、「
皇
民
化
」、「
軍
夫
」、「
志
願
兵
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
例
え
ば
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）、
台
湾
総
督
府
情
報
部
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
手
軽
に
で
き
る
青
少
年
劇
脚
本
集　

第
一
輯
』

の
中
に
は
、日
本
統
治
時
代
に
活
躍
し
た
作
家
の
西
川
満
に
よ
る
『
青
毛
獅
子
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
青
毛
獅
子
』
は
「
西
遊
記
」

を
も
と
に
し
て
い
る
。
物
語
の
最
後
に
は
「
天
竺
に
お
経
を
取
り
に
行
け
る
の
も
、
日
本
の
軍
人
さ
ん
た
ち
が
戦
っ
て
い
る
お
か
げ

だ
」
と
い
う
孫
悟
空
の
台
詞
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
よ
く
知
ら
れ
る
昔
話
を
皇
民
劇
化
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
同
脚
本
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集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
川
平
朝
申
の
『
蓖ひ

麻ま

は
茂
れ
り
』
は
、
実
際
の
で
き
ご
と
を
元
に
創
作
さ
れ
た
脚
本
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時

蓖
麻
の
種
子
か
ら
採
れ
る
ヒ
マ
シ
油
は
、
戦
闘
機
の
潤
滑
油
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
蓖
麻
を
育
て
る
台
湾
人
少
年
が
病
気
に
な

り
、
死
ぬ
間
際
ま
で
蓖
麻
の
心
配
を
す
る
よ
う
な
報
国
精
神
を
持
つ
少
年
の
話
が
、
美
談
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
年
劇

で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
は
李
香
蘭
こ
と
山
口
淑
子
が
主
演
し
た
映
画
で
有
名
な
『
サ
ヨ
ン
の
鐘
』
も
、
実
際
に
起
っ
た
事
件
を

物
語
化
し
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
や
紙
芝
居
な
ど
様
々
な
媒
体
で
展
開
し
て
い
た
。

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
、皇
民
奉
公
会
台
北
州
支
部
健
全
娯
楽
指
導
班
が
『
青
年
演
劇
脚
本
集
（
第
一
輯
）』
を
出
版
す
る
。

こ
れ
は
青
年
演
劇
挺
身
隊
を
組
織
し
た
中
山
侑
に
よ
る
脚
本
集
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
中
の
浜
田
秀
三
郎
『
征
く
朝
』（
一
幕
も
の
）

で
は
、
出
奔
し
た
青
年
が
、
海
軍
特
別
攻
撃
隊
、
い
わ
ゆ
る
特
攻
隊
の
報
道
を
聞
き
、
志
願
兵
に
な
る
べ
く
実
家
に
戻
っ
て
く
る
話

で
あ
る
。
根
室
千
秋
『
土
』（
二
幕
も
の
）
で
は
、先
祖
代
々
の
土
地
を
守
る
百
姓
の
姿
が
描
か
れ
て
る
。
作
者
の
根
室
は
「
土
、土
、

―
―
し
つ
か
り
故
郷
の
土
を
踏
み
し
め
て
起
ち
上
る
農
民
の
尊
い
姿
こ
そ
増
産
日
本
の
新
し
い
力
で
あ
る
」
と
作
者
あ
と
が
き
に
記

し
て
い
る
。
名
和
栄
一
『
蜜
柑
』（
一
幕
二
場
も
の
）
は
、
村
一
番
の
な
ら
ず
者
が
、
護
郷
兵
だ
っ
た
先
生
や
幼
馴
染
の
少
女
の
姿

に
心
を
打
た
れ
、
改
心
す
る
物
語
が
描
か
れ
る
。
こ
の
護
郷
兵
と
は
、
日
本
統
治
時
代
初
期
に
日
本
軍
に
協
力
し
、「
匪
賊
」
と
呼

ば
れ
る
日
本
統
治
に
反
抗
す
る
勢
力
と
戦
っ
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
に
は
作
家
の
吉
村
敏
が
台
湾
原

住
民
の
卑プ

ユ
マ南

族
の
頭
目
を
モ
デ
ル
に
し
た
長
編
戯
曲
『
護
郷
兵
』
を
発
表
し
て
い
る
。
実
際
に
起
っ
た
事
件
や
人
々
を
取
材
し
て
統

治
者
に
都
合
の
い
い
物
語
に
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
は
よ
く
見
ら
れ
た
。

七
、
演
劇
挺
身
隊
・
台
湾
演
劇
協
会
・
厚
生
演
劇
研
究
会

最
後
に
、
プ
ロ
の
劇
団
に
よ
る
演
劇
挺
身
隊
の
活
動
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
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昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
に
「
皇
民
奉
公
会
指
定
演
劇
挺
身
隊
」
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
挺
身
隊
の
前
身
は
「
南
進
座
」

と
「
高
砂
劇
団
」
と
い
う
本
島
人
俳
優
が
所
属
す
る
劇
団
で
あ
る
。
南
進
座
は
台
北
州
、
新
竹
州
、
台
中
州
、
高
雄
州
、
台
東
庁
、

花
蓮
港
庁
で
巡
回
公
演
を
行
い
、
一
月
に
結
成
さ
れ
て
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
の
一
七
四
日
間
に
わ
た
り
二
八
六
回
の
上
演
、
観
客

動
員
数
は
二
九
万
八
八
四
〇
人
に
及
ん
だ
。
高
砂
劇
団
は
台
北
州
、
新
竹
州
、
台
中
州
、
高
雄
州
で
一
五
七
日
間
、
二
二
七
回
の
上

演
、
二
九
万
二
二
〇
〇
名
を
動
員
し
た
。

こ
れ
ら
の
劇
団
が
上
演
し
た
の
は
、
総
督
府
情
報
部
提
供
作
品
の
『
志
願
兵
』、
竹
内
治
作
の
『
童
乩
何
処
へ
行
く
』
で
あ
る
。

童
乩
と
は
台
湾
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
、
宗
教
上
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
統
治
時
代
に
な
り
、
そ
の
役
割
を
失
う
姿

が
作
品
の
な
か
で
描
か
れ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
『
サ
ヨ
ン
の
鐘
』
も
演
劇
挺
身
隊
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
。

南
進
座
の
舞
台
監
督
の
林
金
龍
の
日
記
に
は
、
当
時
の
巡
回
公
演
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
過
酷
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
僻
地
ま

で
行
き
、
演
劇
を
上
演
す
る
が
、
当
時
流
行
し
て
い
た
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
役
者
た
ち
が
倒
れ
、
幕
間
に
注
射
を
打
っ
て
な
ん
と
か
舞

台
に
立
た
せ
た
な
ど
、
克
明
な
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
一
八
代
台
湾
総
督
・
長
谷
川
清
か
ら
、
演
劇
挺
身
隊
宛
に
直
筆

入
り
の
旗
が
送
ら
れ
て
い
る
。「
軍
旗
に
非
ず
と
も
こ
の
旗
の
下
で
」
と
、
芸
能
奉
公
に
励
む
こ
と
を
誓
う
挺
身
隊
の
様
子
も
報
道

さ
れ
て
い
る
。

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
、
皇
民
奉
公
会
の
指
導
の
も
と
「
台
湾
演
劇
協
会
」
が
誕
生
し
、
日
本
か
ら
松
居
桃
楼
と
い
う

演
劇
人
が
招
聘
さ
れ
る
。
松
居
の
父
は
、
劇
作
家
で
演
出
家
の
松
居
松
葉
の
息
子
で
あ
り
、
松
居
自
身
も
演
劇
の
道
へ
進
み
、
松
竹

演
芸
演
劇
会
委
員
を
務
め
て
い
た
。
彼
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
台
湾
に
招
聘
さ
れ
、
青
年
劇
や
皇
民
化
劇
を
さ
ら
に
推
し

進
め
た
。
そ
の
時
期
、
演
劇
の
脚
本
検
閲
制
度
が
改
新
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
州
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
検
閲
は
、
台
湾
総

督
府
保
安
課
の
管
轄
と
な
り
、
脚
本
提
出
の
前
に
、
こ
の
松
居
桃
楼
が
主
事
を
務
め
る
台
湾
演
劇
協
会
の
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
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な
く
な
っ
た
。
台
湾
演
劇
協
会
は
、
こ
う
い
っ
た
指
導
や
審
査
の
他
に
、
時
局
に
合
わ
な
い
演
劇
を
上
演
す
る
劇
団
に
対
し
解
散
を

命
じ
る
な
ど
、
台
湾
の
演
劇
に
対
し
て
強
い
権
力
を
持
っ
た
組
織
で
あ
っ
た
。

更
に
松
居
桃
楼
は
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
に
「
芸
能
文
化
研
究
会
」
も
設
立
す
る
。
松
居
は
『
興
南
新
聞
』
の
中
で
「
演
劇

は
武
装
せ
ざ
る
兵
器
舞
台
と
し
て
の
利
害
性
」
が
あ
り
「
こ
の
貴
き
兵
器
を
活
用
し
て
国
家
的
に
役
立
た
せ
る
こ
と
は
、
わ
れ
ら
の

急
務
の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
松
居
は
「
大
東
亜
演
劇
は
台
湾
に
於
い
て
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
大
東
亜
演

劇
確
立
の
理
想
に
燃
え
て
い
た
。
日
本
人
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
台
湾
演
劇
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
台
湾
演
劇
の
流
れ
を
否

定
し
、「
日
本
」
を
軸
と
し
た
大
東
亜
演
劇
の
確
立
を
目
指
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
反
対
に
台
湾
人
が
中
心
と
な
っ
て
組
織

さ
れ
た
「
厚
生
演
劇
研
究
会
」
が
同
年
誕
生
し
た
。
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
四
月
二
九
日
に
大
稲
埕
の
料
亭
「
山
水
亭
」
に
て
、

「
厚
生
演
劇
研
究
会
」
の
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
厚
生
演
劇
研
究
会
は
、主
に
雑
誌
『
台
湾
文
芸
』
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
成
立
し
た
演
劇
グ
ル
ー
プ
で
、
大
稲
埕
の
料
亭
「
山
水
亭
」
の
経
営
者
で
あ
り
、
活
動
の
資
金
提
供
を
し
て
い
た
、
王
井
泉
が
責

任
者
で
あ
っ
た
。
会
員
は
林
博
秋
、
張
文
環
、
謝
火
爐
な
ど
の
文
士
た
ち
が
活
動
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
研
究
生
は
、
桃
園
・

士
林
・
新
荘
・
三
重
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
男
子
二
一
五
名
、
女
子
一
〇
名
、
合
計
三
五
名
の
知
識
人
の
青
年
た
ち
だ
っ
た
。

彼
ら
は
同
年
九
月
三
日
に
、
台
北
の
永
楽
座
で
『
山
か
ら
見
え
る
町
の
灯
』、『
閹
雞
』、『
高
砂
館
』、『
地
熱
』
な
ど
を
上
演
し
た
。

日
本
語
で
の
上
演
だ
っ
た
が
、
彼
ら
が
目
指
し
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
新
劇
運
動
の
流
れ
を
汲
ん
だ
台
湾
本
土
の
演
劇
を
追
求

す
る
こ
と
だ
っ
た
。

永
楽
座
で
の
公
演
は
大
好
評
を
博
し
た
。
そ
の
様
子
は
『
台
湾
日
日
新
報
』
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
特
に
『
閹
雞
』
の
中
で
台

湾
民
謡
が
歌
わ
れ
、
立
ち
見
す
る
場
所
も
な
く
な
る
ほ
ど
超
満
員
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
台
湾
を
色
濃
く
表
現
し
た
演
劇
は
す

ぐ
に
、
当
局
の
取
り
締
ま
り
を
受
け
、
厚
生
演
劇
研
究
会
の
上
演
は
こ
の
永
楽
座
の
公
演
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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図
４
は
当
時
の
『
閹
雞
』
の
舞
台
写
真
で
あ
る
。

『
閹
雞
』
は
張
文
環
の
小
説
を
も
と
に
林
博
秋
が

戯
曲
化
し
た
も
の
で
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

の
台
湾
南
部
が
舞
台
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
「
閹

雞
」
は
去
勢
さ
れ
た
鶏
の
こ
と
で
あ
る
。
写
真
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
的
な
要
素
は
な
く
、
む

し
ろ
漢
民
族
の
雰
囲
気
が
あ
る
。『
閹
雞
』
は
戦

後
も
上
演
さ
れ
、
最
近
で
は
台
南
人
劇
団
が

二
〇
〇
八
年
に
上
演
し
て
い
る
６

。

図
５
は
『
高
砂
館
』
の
舞
台
写
真
で
あ
る
。
こ

れ
も
林
博
秋
の
作
品
で
、
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
の
基
隆
の
港
に
あ
る
旅
籠
屋
が
舞
台
で
あ

る
。
未
来
に
対
し
て
希
望
を
持
て
な
い
、
戦
争
に

対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
々
の

姿
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
二
〇
〇
八

年
に
歓
喜
扮
戯
団
が
上
演
し
て
い
る
７

。

日
本
統
治
下
の
台
湾
で
は
、
土
着
性
の
強
い
旧

劇
が
強
い
抑
圧
を
受
け
て
い
た
が
、
大
衆
の
支
持

図４

図５
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は
な
く
な
る
こ
と
が
な
く
、
現
在
も
歌
仔
戯
や
布
袋
戯
は
上
演
さ
れ
続
け
て
い
る
。
日
中
戦
争
以
降
、
盛
ん
に
「
健
全
な
娯
楽
」
と

し
て
の
青
年
劇
が
推
し
進
め
ら
れ
た
が
、
皇
民
化
を
目
的
と
し
た
青
年
劇
や
皇
民
化
劇
の
戯
曲
は
完
成
度
が
低
く
、
言
語
の
問
題
も

あ
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
ら
の
脚
本
を
読
む
と
浮
か
び
上
る
の
は
、
日
本
人
が
理
想
と

す
る
被
植
民
者
の
姿
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
台
湾
新
劇
の
流
れ
を
く
み
、
台
湾
の
独
自
性
を
主
張
し
よ
う
と
し

た
厚
生
演
劇
研
究
会
の
取
り
組
み
は
、
彼
ら
が
上
演
し
た
『
閹
雞
』
や
『
高
砂
館
』
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
も
上
演
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
現
代
に
も
訴
え
か
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

厚
生
演
劇
研
究
会
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
新
劇
運
動
の
流
れ
を
汲
み
、
永
楽
座
で
の
公
演
で
当
時
の
台
湾
人
の
心
情
を
十
分
に
表

し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
精
神
は
、
台
湾
独
自
の
演
劇
を
追
求
す
る
現
代
の
台
湾
演
劇
シ
ー
ン
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
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五‒

一
九
四
五
）』
自
立
晚
報
社
文
化
出
版
部.

、
一
九
九
二
年
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論
文

石
婉
舜
「
一
九
四
三
年
台
灣
「
厚
生
演
劇
研
究
會
」
研
究
」
台
灣
大
學
戲
劇
學
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
二
年

李
宛
儒
「
日
本
統
治
下
の
台
湾
演
劇
―
総
督
府
が
奨
励
し
た
青
年
劇
と
皇
民
化
劇
を
み
る
―
『
言
葉
と
文
化
』
八
、二
〇
〇
七
年
三
月

李
宛
儒
「
植
民
地
台
湾
の
新
劇
発
展
と
張
維
賢
―
日
本
留
学
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
演
劇
学
論
集 

日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
四
七
、二
〇
〇
八
年
一
〇
月

簡
秀
珍
「
太
平
洋
戰
爭
後
臺
灣
的
新
劇
活
動
：
以
地
方
青
年
業
餘
演
劇
與
中
央
指
定
演
劇
挺
身
隊
為
討
論
中
心
」『
戲
劇
學
刊
』
八
、二
〇
〇
八
年
七
月

石
婉
舜
・
近
藤
光
雄
訳
「
植
民
地
に
お
け
る
演
劇
と
観
衆
：
台
湾
語
通
俗
演
劇
の
興
起
を
中
心
に
」『
言
語
社
会
』
七
、二
〇
一
三
年
三
月

邱
坤
良
「
從
星
光
到
鐘
聲
：
張
維
賢
新
劇
生
涯
及
其
困
境
」『
戲
劇
研
究
第
二
十
期 Journal of T

heater Studies

』
二
〇
一
七
年
七
月

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
：

國
家
電
影
及
視
聽
文
化
中
心　

https://tfi.openm
useum

.tw
/

布
袋
戲
數
位
博
物
館
「
皇
民
化
布
袋
戲
」http://folkartist2.e-lib.nctu.edu.tw

/collection/palm
_dram

a/pd1/history/InSide4.asp

台
灣
現
代
戲
劇
暨
表
演
影
音
資
料
庫　

閹
雞　

https://w
w

w
.eti-tw

.com
/w

ork/ziix2PE6Pd39iN
Lki

台
灣
現
代
戲
劇
暨
表
演
影
音
資
料
庫　

高
砂
館　

https://w
w

w
.eti-tw

.com
/w

ork/j97sD
W

nrT
T

jh5Bvrx

國
立
臺
灣
藝
術
教
育
館　

臺
灣
傳
統
戲
曲 

皮
影
戲　

https://w
eb.arte.gov.tw

/traditionalopera/2/c/c2/c2.htm

図
１　

浜
田
秀
三
郎 

編
『
台
湾
演
劇
の
現
状
』、
丹
青
書
房
、
昭
和
一
八
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/1125547 

（
参

照 2025-12-04

）

図
２　
（
上
）「
臺
灣
芝
居
開
演
中
の
光
景
」『
高
雄
港
勢
展
覽
會
誌
』
一
九
三
一
年
高
雄
港
勢
展
覽
會
、
國
立
臺
灣
大
學
圖
書
館
、
臺
灣
舊
照
片
資
料
庫
、（
下
）「
臺
中

學
資
料
庫
」 《
市
街
之
味
：
臺
中
第
二
市
場
的
百
年
風
味
》
輔
順
將
軍
廟
布
袋
戲
演
出

図
３　

皇
民
化
布
袋
戲
偶 / 

創
作
者
：
拍
攝
：
雲
林
縣
政
府
文
化
處 / 

數
位
物
件
授
權
：CC BY

-N
C 3.0 T

W
 + / 

建
檔
單
位
：
雲
林
縣
政
府
文
化
觀
光
處 @

 

國
家

文
化
記
憶
庫 https://tcm

b.culture.tw
/zh-tw

/detail?indexCode=Culture_O
bject&

id=622710
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図
４
：1943

年
舞
台
劇
《
閹
雞
（
前
篇
）》
演
出
一
景
。
典
藏
者
：
林
嘉
義
。
數
位
物
件
典
藏
者
：
國
家
電
影
及
視
聽
文
化
中
心
。
創
用CC 

姓
名
標
示-

非
商
業
性‒

禁

止
改
作 3.0

台
灣
（CC BY

-N
C-N

D
 3.0 T

W

）。
發
佈
於
《
台
灣
影
視
聽
數
位
博
物
館
》[https://tfai.openm

useum
.tw

/m
use/digi_object/8b77ddbd2f0a57becf

309d1c20ded711#1132]

（2025/12/10

閲
覧
）。

図
５
：1943
年
舞
台
劇
《
高
砂
館
》
演
出
一
景
。
典
藏
者
：
林
嘉
義
。
數
位
物
件
典
藏
者
：
國
家
電
影
及
視
聽
文
化
中
心
。
創
用CC 

姓
名
標
示-

非
商
業
性-

禁
止
改
作 3.0

台
灣
（CC BY

-N
C-N

D
 3.0 T

W

）。
發
佈
於
《
台
灣
影
視
聽
數
位
博
物
館
》[https://tfai.openm

useum
.tw

/m
use/digi_object/f0aa7296befc816800ee856c6b80

8da8#1116]

（2025/12/10

閲
覧
）。

１ 

小
梨
園
、
七
子
班
、
七
脚
仔
と
も
称
さ
れ
る
。

２ 

㜁
某
戯
（
サ
ボ
ー
ヒ
ー
）
と
も
称
す
。

３ 

参
考
文
献
：
國
立
臺
灣
藝
術
教
育
館　

臺
灣
傳
統
戲
曲 

皮
影
戲
（2025/09/30

最
終
閲
覧
）https://w

eb.arte.gov.tw
/traditionalopera/2/c/c2/c2.htm

４ 

竹
内
治
（1943

）「
台
湾
演
劇
誌
」p74-75

５ 

参
照
：
呉
密
察
監
修
（2016

）『
台
湾
史
小
事
典　

第
三
版
』p218-219

６ https://w
w

w
.eti-tw

.com
/w

ork/ziix2PE6Pd39iN
Lki

７ 

公
演
情
報
：https://w

w
w

.eti-tw
.com

/w
ork/j97sD

W
nrT

T
jh5Bvrx

付
記　

本
論
文
は
二
〇
二
二
年
に
台
湾
・
淡
江
大
学
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
﹃
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
青
年
劇
の
研
究
﹄
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
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